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の複合体を形成させ、高温で処理し、水素還元を行い、金属ナノ粒子を形成させた。界面活性剤が存在することによ





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、以下の内容を有する。 
１. カチオン性界面活性剤とアニオン性樹脂の複合体を炭化することによって細孔径 0.5 nm 程度のミクロ孔が発達
した比表面積の大きなカーボン粉末の合成法を開発し、ポーラスカーボンを触媒粒子の周囲にコーティングすること






３. 界面活性剤とポリマーの前駆溶液に Pt 金属塩を混合して金属イオン、界面活性剤およびポリマー前駆体の複合
体を形成させ、高温で処理して水素還元することにより、凝集が抑制された高分散の Pt ナノ粒子を合成した。この
カーボン担持白金ナノ粒子は CO/H2 混合ガスの酸化反応において優れた触媒活性を示している。 
 本研究で開発された手法、すなわち、有機－有機相互作用を利用してメソポーラスカーボンを一段階で合成する手
法、および、その前駆溶液に白金塩を混合して金属イオン、界面活性剤および熱硬化性樹脂の複合体を形成させ、そ
の前駆体を高温で処理してカーボン担持金属ナノ粒子を形成させる手法は、いずれも従来法を飛躍的に進展させて実
用に向けて大きな一歩を踏み出したものとして高く評価できる。博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認
める。 
